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奈良市民憲章

壷且且同本町'"と. 轟".日量とすぞM~北量産壷
守旬、古1"1Iむιeにふ直わLい寓量と陣。に生書H ，

う
高畠同五畢H'"((ち， 宵，・~Il.'で、日ヲ占ぅt 、

正ι〈骨量い人圃に屯りまc，今.
車且U持軍，置~. "4'，めL晶bぜめた@民、"酬い

に圃けあいまL占"
.自は調.で干曲目まち.liT書に"たたか〈置聞に畢

L量c，う.

事且はめ'"草ち.直且骨組且で、 E量と圃闘のとれt 
輯い唯品よいまちづ〈句t1.，Hd.

(遍)(草)(撞)(記)

市申水温酬で書て今年で".苛町.何げな

4ふだ4便吋ている水温ですが、 ζ れまで

。本語櫨保ι苦労した歴史をニ暗i畠と大切

にしていか立げればと思いH た. (J) 

うー暑い.摘を.め畠人で嵩宇111，山が

"'わう事..そこでお置い、日間奇守晶

ためι也、ごみ同必ず持ち帰り岳 . (T) 

剣遭タラプ司取材で.正直Lて置問岳町

つ干どもた H 前に、弘，正贋.w升種、

直品目手前、必死で平静.薗ぅτ昏く弘田

書は . 晶晶、情けなL‘.(花〉

今、 リサイタ ，週動車S全掴的に広酎勺τ
い宜寸.己申.宜広..ゥて多〈白人が書』固

すれば、恒い抽て社会白日本は世界一白賢

副大国'~'.晶かも. (N) 
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